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学生 による授業づ くり
一2005年 度 「教育原論H」 の授業構成 一
鈴木そよ子
は じめに
「教育原論H」 は,教 育職員免許法の科 目区分
では 「教育の基礎理論 に関する科 目」 に該当す
る科 目であ り,「教育 に関する社会的,制 度的ま
たは経営的事項」 を主 な内容 とす る。本学での




えつつ,学 生 が参加 できる授業づ くりを重ねて
きた。授業づ くりに参加す ることによって,単
に知識 を吸収す ることに止ま らず,自 分の適性
を自覚し,授 業 をす る側か ら授業 をみる視点を
持つ きっかけにな り,授 業の工夫 を自覚的に吸
収す る意識 を持つきっかけにな り,教 育実習に
向けて行 な うべき準備 について考えるきっかけ
にもなることを期待 して取 り組 んできた。
本年度は 「教育原論1」 「教育原論II」 ともに
同一テキス トを指定してお り,「教育原論1」 で
使用 しなかった4～8章 を 「教育原論H」 で扱 う
ことにした。受講者 が5グ ループに分かれて章
ごとに担 当して授業を行 った。 この授業方法 は
筆者 にとっても初 めての試みだった。学生たち
は一斉授業 とは異 なる意欲的な取 り組みをして
自分たちの授業 を作 り上げた。企画 した筆者 自
身の予想 を超 えた授業展開もあ り,筆 者 自身も
授業者 として参考になる点が多かった。 この授
業 の記録 ノー トが手元にあ り,筆 者の記憶が鮮
明な現時点で 「教育原論1」 のま とめを文章で
残す ことが,授 業づ くりに取 り組 んだ学生 に対
す る授業運営者 としての責務 だと考 えた。
本論文では,ま ず,授 業初期の段階で筆者 が
学生に示 した 「教育原論H」 の骨組み と,裏 方
の作業 として筆者 が行 なった下準備の内容 を簡
潔 に示 した上で,次 に,学 生による授業の展開
とポイン トを整理 し,最 後 に,彼 らの授業 から
得 た,新 たな授業づ くりのアイディアをま とめ
る。
1「 教育原論1」 の授業方法 と学生の傾 向
例年,「教育原論1」 では講義中心の授業 を行
い,定 期試験 を実施 している。2005年 度の 「教
育原論1」 は2・3年 次生 と1年 次生 が2:3の
割合 になった。「教育原論1」 は3コ マ開講 して
お り,受 講者数約280名 。 どのクラスでもテキ
ス トに即 して一斉授業 を行いながら,学 生の傾
向 をつかむ ことに配慮 した。講義の流れを辿 る
と,第1回 か ら第13回 まで,パ ワーポイ ントを
用いてテキス トのポイン トを整理 しなが ら説 明
していった。
学生の参加方法 として,テ キス トを読む,教
員の問いに対す る応えを発言す るとい う方法 を
とった。また,授 業の最後 には,教 員 が授業内
容 に関わ る質問を出 し,学 生はB6の 用紙 に自
分 の意見や感想,解 答 などを書いたものを提出
した。毎回,授 業終了時点で次回の予告 をし,
予習するテキス トの範囲を示 した。 このような
授業の繰 り返 しの中で,本 年度 の学生の傾 向が




「教育原論H」 のメンバー構成は,今 年度 「教
育原論1」 を履修 した2・3年 次生の多 くがすで
に 「教育原論H」 の単位 を修得 しているため,1
年次生がメインとなるとい う変化 はあるが,人
数は適度な規模 となるため,グ ループで活動で
きる授業方法 をぜひ企画 したい と考 えた。そし
て,学 生 と相談 しながら実施 したのが,グ ルー






「掃除」や 「給食」か ら学校教育 をみつめ
直す(教 科外教育活動 ・生活指導 ・特別
活動)
社会のなかの学校(教 育制度 ・教育行政 ・
教育政策)
学級 を経営す る ・学校 を運営す る(学 級
経営 ・学校運営)
教育 を問 う(教 育哲学 ・教育の本質)
4「 教育原論 皿」の全体的な展開
2ク ラ ス数 ・時 間帯 ・受 講者 人数 ・講堂
「教 育原論II」 は,90分 授業 が3コ マ あ り,
経 営 学 部 と理 学 部 の 学生 が受 講 者 とな っ て い
る。 それ ぞれ の クラ スの人 数 は以 下 の よ うな構
成 にな った。
・月 曜 日5限 一42名(う ち1年 次生37名)
・火 曜 日2限 一33名(う ち1年 次 生23名)
・金 曜 日4限 一45名(う ち1年 次 生41名)
教 室 はいずれ もパ ワー ポイ ン ト,教材 提示 器,
ビデオ の使 用可能 な教 室 で,机 は3人 また は4
人 座 りの作 り付 け の長机 で ある。
「教育 原論II」 の授 業全13回 を次 の よ うに構
成 した。
・第1回:授 業 ガ イ ダンス
・第2回:担 当章決 め
,顔 合 わせ,章 順 番決 め
・第3回:打 ち合 わせ
,基 本 的 な進 め方 決定
・第4回 ～第13回:グ ル ー プ ごとの授 業
次 に第1回 か ら第3回 までの概 要 を述 べ る こ
とによっ て,こ の授業 の骨格 を説 明す る。3ク
ラス とも,第1～3回 は同様 に進 め た。
4-1第1回:授 業ガ イダ ンス
教員が授業 に持参 したもの
3テ キ ス ト
松浦良充編著 『いま教育 を考えるための8章
現代教育 の基礎理論 〔改訂版〕』(改 訂版5版)
川島書店,2004年 を使用 した。
本書は現代教育の基礎理論全般について取 り
扱ってお り,わか りやす く表現 されているので,
1年 次生用のテキス トとして選 んだ。
ただし,デ ー タや説明文のなかには,情 報 と
して古 くなっているものもあり,随 時現在 の制
度 について説明 し,デ ータを補充 しなが ら使用
した。
「教育原論H」 で扱った4章 か ら8章 の表題 を
以下に挙 げる。
・1名 記入用 の出席 力0ド
・テ キス ト
・パ ソコ ン
学 生 が3コ マ の うち どの授業 に出 るのかは次
回確定 す るが,今 回の 出席 カー ドでお よその人
数 と学 生名 を把握 し,こ の段 階で ク ラス ご との
一覧表 を作成 で きる
。
魑
資料1「 第1回 授 業 ス ライ ド1～5」 にあ るパ
ワー ポイ ン トの6ス ライ ドを用 意 して,「教 育原
論H」 の授 業 の進 め方 の概要 につ いて説 明 した。
各 クラス とも受講者 の合 意 を得 て,次 回の内容
に進 む ことにな った。
資料1・ 第1回 授 業 ス ライ ド1～5
4章 教 えなが ら,学 びながら,共 に生 きなが1.教 員免許取得について
ら(教 育方法 ・授業)・ 自分 自身が教員 になることを希望す る者 を
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対象 としている。
⇒採用試験 を受ける。
・企業の就職活動 で,履 歴書に ∫教員免許取
得見込 み」 とは書けない。(就 職課の指導)
・テ キス トの4～8章 を読 み,自 分 が担 当 した
い章 の候補 を決 め る。
・授 業 内容 の提案 を1つ 以 上見 つ け る。
2.教 育原 論Hに つい て
(1)教 育原 論1の 登録 曜 日 ・時限 とは関係 な く
・月曜5限 ・火 曜2限 ・金曜4限 の いず
れ かで登録 す る。
(2)来 週 か ら登録 曜 日 ・時 限 の授 業 に出席 す る。
(3)今 年 度1年 生:「 教 育原 論1」 「教 育原 論H」
「教育 心理 学」の合格 者 は,来 年 度 「教科教
育法1」 を履修 で きる。
3.教 育原 論IIの 授業 方法(1)
・テ キス ト
松浦 良充他
『い ま教 育 を考 え るた めの8章 』
川 島書 店,2200円+税
・教 材 とす る章
4章 ～8章(pp.69-170)
4-2第2回:担 当章決 め,顔 合わ せ,章 順 番
決 め
1教員が授業に持参したもの1
・グル ー プ ごとの話 し合 い を記録 で き るB5用
紙1グ ル ー プ1枚(メ ンバー ・リー ダー ・サ
ブ リー ダー,中 心的 な内容,担 当 日の項 目に
分 か れ てい る。)
・パ ソ コン
魑
第2回 の作業内容5点 を資料2「 第2回 授業
スライ ド」に示す ようにパワーポイ ントで用意
し,最 初 に説明し,受 講者 が見通 しをもって参
加できるようにした。
資料2・ 第2回 授 業 ス ライ ド
3.教 育原 論IIの 授業 方法(2)
・授 業 回数:13回
・第1回:授 業 ガ イ ダンス
・第2回:担 当章決 め ・顔合 わせ ・順 番決 め
・第4～13回:グ ル ー プ ご との授 業
・定期 試験:授 業曜 日・時 限別
・評価:平 常点50点+定 期 試験50点
(原則 と して担 当 日に欠席 した ら単位 はない)
4.担 当す る章 の進 め方
・担 当者 グル ー プが 「教 師」 を担 当す る。
・担 当者 以外 の受講 者 が 「生徒」を担 当す る。
・授業 の進 め方 は一斉授業 に限 らず ,グ ルー
プ学習 や,課 題調査 報 告等 を取 り入れ る。
・予 習や 宿題 を出 す ことが で きる。
・2回 の授業 を1セ ッ トとして 「生 徒」 の評
価 と 「教 師」 の評価 がで きるよ うに構 成す
る。
・担 当す る1章 全 体 を扱 わな くて もよい。
担 当章決 め ・顔 合 わせ ・順 番決 め
1.希 望 の担 当章 に名前 を板書 す る。
(人数調 整)
2.各 章 ご との グルー プで,自 己紹 介 をす る。
3.グ ル ー プ ご との リー ダー ・サ ブ リー ダー を決
め る。
4.リ ー ダーが集 ま って,担 当 の順 番 を決 め る。
5.グ ル ー プ ご とに担 当章 の なか で,中 心 に取 り
上 げる こ とを決 めて,発 表 す る。
5.次 回 まで の課題
・登 録 す る曜 日 ・時 限 を決 める。
まず4～8章 の章名 を板書 し,学生が担当希望
の章の ところに自分の名前 を書 く。全員が書 き
終わってか ら人数を確認 し,そ の後人数調整の
ために移動 できる学生を募 る。この作業 を経て,
各章の担当者数がほぼ均等 になった。
次 に,教 室の中でグループごとに分かれて集
ま り,自 己紹介 をし,リ ーダー ・サブ リー ダ0
を決 めるように指示する。 この時,担 当順番 を
決 めるために リー ダーが集 合す る時刻 を伝 え
る。
予定の時刻 にな り,各 グループの リーダーた
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5章 一6章 一8章 一7章 一4章
月曜5限 クラス
5章 一8章 一6章 一7章 一4章
火 曜2限 クラス
4章 一7章 一6章_8章 一5章
この順番 を受けて,グ ループごとで担 当章 の
進め方や取 り扱 う主な内容 について各 メンバー
の案 に もとづきなが ら話 し合 う。筆者 は各 グ
ループを回 り質問を受 け,ア ドバイスをす る。
この時間は授業終了15分 前 までとす る。
最後の15分 で,グ ループごとの基本的な進 め





f員 が授業 に持参 したもの1
・座席表。
グルー プごとに2列(長 机の両端 に2人)に
なるように席 を配置 し,ふ りがなつ きの氏名 を
学籍番 号順 に記入 した座席表 を全員 に配付 し
た。10列 必要だが,教 室 によっては8列 しかな
い。 この教室用 にはまず10列 分の座席表 を作
り,担 当 グルー プの ところを折 りたたむよ うに




座席表があると,各 グル0プ が授業を行 な う
時,発 表者 の氏名 をスムーズに呼ぶことができ
るし,出 席確認の時間をとる必要もない。学生
同士 も氏名 がわか り,打 ち解 けやすい とい う効
果 もある。
・学籍 番 号順 の授業 参加 者 の学科 ・氏名 の一覧
表 とグル ー プ別 の一覧 表。
それ ぞれ の表 には3欄 の空欄 を加 えて,授 業
中のチ ェ ックや 成績 をつ ける ときの作 業用 にも
使 え る よ うに した。 これ を両 面 コ ピー に して全
員 に配 付 した。や は り氏名 にはふ りが な をつ け
た。学籍 番号 ・学年 は記 してい ない。
・連名 用 の 出席 票。
ひ と り1枚 配 付 。毎 回1グ ルー プ ご とにま と
めた もの を渡 して,ひ と りが1枚 に書 き込 む。
学科 ・学籍 番 号 ・氏名 ・日付 。毎 回書 き込 むこ
とに よ り,出 席 の履歴 とな る。教員 は,毎 回 日
付 の横 の余 白部 分 に印鑑 を押 す。
・パ ソ コン
・話 し合 い の内容 を書 き込 むB5用 紙1グ ル ー
プ1枚
魑
まず,資 料3「 第3回 授 業 ス ライ ド」 で示す
よ うにパ ワー ポイ ン トを用 いて,今 回 のポイ ン
トを説 明 した。
その際 教員 が強調 した こ とは,各 グルー プ
は 「発 表」 ではな く,あ くまで 「授業 」 を担 当
す る こ と,各 章 の内容 をべ 一 スに しなが ら,「生
徒 」担 当 の学生 との コ ミュニケ0シ ョンが とれ
る内容構 成 にす るこ と,章 の全体 を取 り扱 う必
要 はない こ と,自 分 た ちの実感 や体 験 と重 ね合
わせ て内容 をしぼ る こ とで ある。
また,授 業 の準備 は明 日か らの空 き時間や昼
休 み を使 っ て相 談 や 資 料 収 集 をす る こ とにな
る,そ の打 ち合 わせ も してお くよ うに とい うこ
とも念 を押 した。
資料3・ 第3回 授 業 ス ライ ド
グループごとの作業 と報告
・出席確認
・2回 の授業 で中心 に取 り上げたい内容 を選ぶ。
・2回 の授業の進め方 を決める。
(授業 では,生 徒のグループ発表,体 験報告意
見交換,調 査報告等 を加 えて,工 夫す る)
・授業の進行や作業の担当を決める。
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・(全員に配付す る資料がある場合は,1週 間前
に提出)
ス ライ ドに即 した説明の後,グ ルー プごとで
話 し合い,授 業の進め方 を決定 し,準 備の分担
を決め,ま とめた用紙 を授業終了時に提出 した。
瞳 評価方法1
100点 満 点 の うち,50点 を平 常点 とし,50点
を定期試 験 の点数 とす るこ とは第1回 の授業 で
提 示 してお り,今 回 は平常点50点 の評価 方 法 を
決 定 した。
各 クラスで学生 と話 し合 っ た結果,3ク ラス
とも同 じ方法 で評価 す るこ とになっ た。
5グ ルー プが担 当す るので,2回 のi授業 を1
組 として10点 。自分 た ちが授 業 を担 当す る とき
は10点 とし(た だ し,全 員 で協力 して10点 に
値 す る準備 をす るこ とを約束 した),他 の4グ
ルー プ分 は授業 担 当者 たちの評価 に よって点 数
が決 ま る。
1グ ル ー プで担 当す る2回 の授 業 は,1回 ご と
に5点 を配 分 して も よい し,2回 目に10点 とし
て も よい。 ま た,評 価 方法 は,授 業へ の参加態
度や発 言 に よって評価 す る,あ るい は小 テス ト
を行 な う,文 章 で書 いて も らうな ど,担 当 グル ー
プの授 業運 営 に即 した形 で決 め る。 そ して,評
価 方法 につい て は,担 当の第1回 の最初 に 「生
徒」 に伝 える こ とを全員 で確認 した。
定期 試験 の50点 につ い て は,授 業 内容 にも と
つ い て教員 が作 成す る とい うこ とを確 認 した。
11回 の授業で使用する資料l
A3両 面1枚 に限定 し,こ の範囲でい くつ資料
を使 ってもよい ことにした。 これ には,授 業で
使用す る資料 を厳選す ることと資源 の節約 とい
う二つの 目的がある。資料の原版 は1週 間前 の
授業で教員 に提出す ることにした。
小テス トを行な う場合の用紙はA3両 面1枚
の限定とは別 にした。さらに教職課程で使用 し






る講義ではな く,参 加者 が協力 してつ くり上げ
る性格の内容構成であるため,無 断欠席や遅刻
は認めない。体調 の悪い とき,事 情があるとき
は必ず グループのメンバーに連絡 して,教 員に
伝わ るようにす ること。この確認 にもとついて,
連絡 を受けない欠席 ・遅刻のあった場合は,教
員 が次回の授業の前後 に本人 と話 し,理 由が明
確 な場合には理由書を提出し,継 続対象 となる
か どうかを判断 した。
出席確認 については,毎 回一人ずつ出席票を
提出す ると同時に,授 業開始時点 で教員が全体
を見て,座 席表 とあわせて出欠の確認 を行ない,
二つの情報 をあわせて出席確認 としたことを付
記す る。
1次回 につ い ての アナ ウ ンス1
授業の最後 に次回の授業担 当グループか らの
アナ ウンスがあ り,予 習すべき点 を 「生徒」に
伝 えて終了した。
5第4回 ～第13回:グ ル ー プご との授 業
3ク ラスそれぞれの授業を展開するが,共 通
す る内容 をここで述べる。
1回 の授業は60分 から80分 の授業 となった。
授業 の前後に教員 と担当者で打 ち合わせ,次 回
の準備 について確認 した。授業 中,教 員 は授業
が終わるまで学生の一人 として参加 し,授 業 の
展開,板 書,パ ワーポイ ント,発 言,プ リン ト
へ の書 き込みの内容等 を詳細 にメモした。 これ
らの授業 内容 が定期試験の内容 となる。
授業後,授 業 を受 けた 「生徒」 たちが授業 に
ついてコメン トをした り,授 業担 当者 が感想 を
述べた り,次 のグループへのア ドバイスをす る
時間を設けた。 ここで教員 からのコメン トや追
加説明も加 えた。内容訂正が必要な場合 もここ
で述べたが,ど の グルー プもよく下調べをして




す るための表(学 生 に渡 した表 と同じもの)を
リーダ0に 渡 し,リ ーダーは成績 を記入 したも
の とその元になった資料 を次回提 出した。
1授業担 当グルー プの活i
どの グルー プも交代 で授業者 と板 書 を分担
し,両 者 を担当していない時間帯 も有効に使い,
評価方法で発表 による加点 を行 う場合 は,発 言
者 をチ ェックした り,ま た,グ ルー プで話 し合
いをす るときのサポー トをした りと複数で授業






2回 の授業 を5点 ずつ に分けて,授 業参加態
度 と発言で評価する。また,グ ルー プごとの発




として,グ ループ別 に話 し合い,代 表者 が発言
し,そ の後個々人の発言 に移 り,議 論する。さ
らに,グ ループ単位 で賛成派 ・反対派に分けて
ディベ0ト を行 う。活発な発言が続 く。
魎
「い ままで経験 してきた特別活動 を振 り返っ
て,そ の活動が どのような意味 を持っていたか
を考 える」 とい うテーマで,ま ず,意 見交i換,
経験の交流の時間を持った。続いて学習指導要
領 に見 る特別活動 の位置づけや 目標,特 別活動
の分野 について説明 し,「生徒」たちの経験 を客




2回 の授業 を5点 ずつ に分ける。授業を受 け
て,そ の内容 についての意見を各授業の最後 に
B6用 紙に書いて提出す る。
魎
まず,テ キス トに即 して,教 育制度の歴史 と
戦後の教育制度の転換 を説明した。次 に中高一・
貫教育の動向について,パ ワーポイ ン トのスラ
イ ドを使 って説明した後,中 高一貫教育 を推進
すべ きか どうかについて議論をした。また,「生
徒」は授業の最後 にこの点 についての自分の意
見 をま とめて用紙 に書いて提出 した。
團
まず,テ キス トに即 して戦後の教育行政の展
開と現在 の課題について説明した。次に新 しい
時代の要請 としての国際教育に焦点 を当て,資
料 を提示 しなが ら現状 について説明 した。「生
徒」はこれ までの体験で学校 ・地域 で国際理解
教育 として,ど のような取 り組 みが行なわれて
いたかを用紙 に書 き,発 表すると共 に,さ らに





第2回 の最後 に10点 満 点 テス トを行 な う。テ
キス トを読 む とき,挙 手 で決 め る。読 ん だ人 に
は1点 加 点 す る。
魎
ソクラテスか ら始まる基本的な哲学 ・教育学
理論 について紹介 し,テ キス トに即 しなが ら,
その流れについて説明する。
囲
文化教育学モデル ・実存 モデルに焦点 を当て
て,テ キス トに即 しながら,自 分たちが調べた
ことをまじえて,詳 しく説明する。また,ボ ル
ノーの理論 と 「生徒」の体験を重ねて,こ れま
での経験をまず グループ内で話 し,そ のあと全
体 の中で話す とい う展開 をした。授業担当者の
経験 も話 した。最後に9問 の小テス トを行なっ
一28一








第1回,第2回 それぞれ出席点 を3点 とし,
授業への参加態度(発 表な ど)を4点 とする。
1Q
一斉 教授 法 か ら始 ま り,助 教 法,セ ン トル イ
ス編成 法,ド ル トンプ ランな ど,基 本 的 な教 授
法 の流れ を,テ キス トに沿い なが ら説 明 し,日
本 の教 授法 の変 化 につい て,テ キ ス トの図 をて
が か りとして議論 す る。また,「私 たち が教 師 に
な っ た ら どの よ うな授 業 をすれ ば い い と思 う
か」 とい うテー マ で,意 見 を出 し合 う。 これ ら




明 し,こ れ らに関わる最近の動 きについても報
告す る。学校 と地域の望ましいあ りかたについ











「子 どもが 自 ら学 ぶ意 欲 の で る授 業 づ く りは
どうすれ ば よいか」とい うテー マで行 なわ れ た。
まず,参 加 者 が挙手 してテ キス トを読 み,次 に,
これ まで の経験 か ら,わ か りや すか っ た授 業,
わ か りに くかっ た授 業 につい て,グ ルー プご と
で話 し合 い,各 グル ー プの例 を全 体 の前 で紹介
した。 さらに,個 別 学習,個 別 自由学習 につ い
てテ キス トを使 いな が ら説 明 し,「一斉 教授 と個
別学 習 の どち らがいい か,そ の理 由 も書 きな さ
い。 これ か らの 日本 の教 育 は ど うな った らいい
と思 うか書 きなさい。」 とい う問題 を出 し,「 生
徒」が自分の考 えを書 いて提出す る。
2Q
一斉授業 の特質 と発 問の分類
,板 書の仕方,
授業 を 「自己変革の場」 と捉える考 え方 につい








テキス トの掃除問題 に関する具体例 を読んで
くることが課題 になってお り,こ の例 を巡 って,
掃 除に関す る問題提起 をし,「 生徒」が賛成 グ
ルー プと反対 グルー プに分かれて議論 した。
2Q
子 ども理解 の方法 ・教育相談 の方法 ・生徒指
導の方法の分類 と内容 についてパ ワ0ポ イ ン ト
を用いて説明 した。学校給食 に関するテキス ト
の例 をきっかけとして,学 校給食の意味につい





い じめ問題 の現状 について,基 本的な説明が
あ り,考 察課題 として事例 が出され,い じめの
解消のためにどのよ うにするかをグルー プで話
し合い,発 表 した。授業担 当者か ら,考 察課題
は中学校時代にあった実例 であることが述べ ら
れ,学 校の対応 として どのよ うなことが行なわ
れたかが語 られた。
次に学校のルールに関す る指導 をテーマ とし
て,授 業担当者 が先生 と遅刻常習犯の生徒のや
りとりを劇化 してみせ,こ の生徒 にどのよ うな
一29一
第25号 神奈川大学心理 ・教育研究論集
指導 をす るかをグループで話 し合 ってほしい と
投 げかけた。 このアイディアにオー と声が上が
る。 グループで話 し合った後,各 グループか ら




る」 とい うことを理解 してほしかったか らだ と
述べた。参加者 には突拍子 もないことをさせた
が,教 師は瞬時に判断しない と生徒 に通 じない,




不登校問題,学 力低下の問題 を扱 った。「生徒」





まず,学 校の二期制,三 期制 について検討 し
た。次に,日 本 の教育制度 とドイツのそれを対
比することで,日 本 の教育制度の特徴 を捉 えた。
ドイツの教育制度について紹介 し,参 加者 から
の様々な質問に答 えた後,両 教育制度を比較 し
て,そ れ ぞれのメ リットとデメリッ トを 「生徒」
が発言 していった。最後 に,「生徒」は上記 の点
について 自分 の言葉 でま とめたものを提 出 し
た。
魎
授業担 当者 が用意 したプ リン トにも とつ い
て,教 育制度 の課程主義 ・年齢主義 の詳細な説
明 を行 い,参 加者 はその資料の穴埋 めをしなが
ら理解 していった。加 えて,日 本の義務教育の
歴史 を授業担当者が作成 した年表に基づいて説
明 した。「生徒」は5問 の○×問題 を解 き,全 問







小 テス トで決 め る。 た だ し,居 眠 りは0点 。
囲
まず,一 斉教 授 の始 ま りと助 教法 につ い て7
図 や絵 を板 書 して分 か りや す く説 明 し,現 在 の
学級 規模 につ い てデー タを も とに して話 した。
次 に,オ ー プ ンス クー ル ・無 学 年 制 ・チ ー ム
テ ィー チ ン グにつ い て説 明 し,チ ー ムテ ィー チ
ングの メ リッ トにつ いて話 し合 い,学 級運 営,
学 校 経 営 につ い て 分 か りや す く説 明 した 。 パ
ワー ポイ ン トの ス ライ ド作 りが とて も工夫 され
ていた。授 業担 当者 の中学校 時代 の学校 ・先生
を例 にあ げなが らわ か りや すい説 明で あ った。
授業 内容 か ら10問 の小 テス トが行 な われ た。
魎
学校 五 日制 につ い て,テ キス トを予習 してき
た前提 で,デ ィスカ ッシ ョンを行 い,賛 成 ・反
対 の意見 を出 し合 っ た。 次 に 自分 が教 師 になっ
た時,ど の よ うな クラス作 りをしてい くのか,
「生徒 」が意見 を出 し,そ れ につい て授 業担 当者
が さらに詳 し く尋 ねた。 前 回の テス トにつ いて










について歴史的な展開を説明 し,そ の問題点 と
現在の取 り組 みについて紹介す る。わかる喜び




,助 教法,個 別学習 についてその開
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れ,「生徒」の体験 を交えて,一 般高校 と何が違
うのか,メ リットとデメ リッ トについて,意 見
を交わ した。最後 に今回の内容 に関して小テス
トを行 なった。
他の グルー プ と内容 的 に重 なる部 分があ る
が,授 業方法や学習方法が生み出 された当時の
時代性 に着 目するとい う独特な切 り口で授業が





第2回 の授業 を終 えて行 なう小テス トで評価
する。
囲
授業 はテキス トの内容 をコンパ ク トにま と
め,ポ イ ン トを整理 し,授 業担当者 が調べた内
容 を付 け加 えて作成 したプリントを中心に授業
を行なった。
團
授業 は前 回 と同様 の方法 で行 なった後,話 し
合 い を取 り入れ た。「一斉授 業 を変 え るべ きか ど
うか」とい うテー マで,グ ルー プ ご とに話 し合 っ
た後,グ ルー プ の代 表者 が発表 した。 この後,







2回 の授 業 を終 えて,記 述 によ る小 テス トを
行 い,そ の点数 に よって評価 した。
團
パ ワー ポイ ン トの ス ライ ドにあ る4つ の こ と
わ ざを完成 させ る こ とか ら始 ま り,こ れ を教室
の掲 示 の例 として挙 げ,学 級 運営 の具体 的 な話
につ な げた。次 に,テ キス トの内容 を踏 ま えな
が ら,自 分 た ちで調 べ た 内容 も加 えた。一例 と
して 「ク ラス編成 の基 準」は,初 めて知 った 「生
徒」 も多か っ た。 その後,学 級担任 制 と教科 担
任制 の メ リッ ト,デ メ リッ トにつ い て グル ー プ
で意 見交換 す る時 間 を とってか ら,全 体 の前 で
発 表 した。
團
学校経営 について作 成 したプ リン トをも と
に,授 業が進め られ,空 欄 について質問しなが
ら,「生徒」はテキス トと照 らし合わせて答 えた。
学校運営協議会,学 校五 日制 とい う最近の動 き





2回 の授業が終わってか ら,資 料参照可の記
述式小テス トを行い,評 価 を決める。
團
授業担当者 が作成 したプリン トを用 いて,「生
徒」は強 く印象 に残っている教科書 をプ リント
に書 き込んだ。 また,枠 の中に教科書選択 のシ
ステムを整理できるようになってお り,教 科書
行政の説明が行 なわれた。課程主義,年 齢主義
とい う義務教育制度の分類 も,日 本の義務教育
規定の変遷 についての説明も,自 作 プ リン トに
したがって行なわれた。
團
前回の内容 にもとつ く小テス トが行なわれ,
次に教育制度の変遷 と,日 本の教育の国際化へ
の対応 をテーマ として 自作 プ リン トにしたがっ
て,穴 埋 めをしなが ら学習 を進めていった。
現在 の教育改革の進行状況 を整理 して説明し









特 に最初 に評価方法は知 らせ ないで,問 題 を
解いた用紙や意見 を書いた用紙 を回収す る。そ
れで,授 業に取 り組む態度をみて,評 価す る。
魎
ソクラテスについてのかな り詳 しい話 と 「無
知の知」についての説明が行なわれた。教育 の
4モ デルについても分か りやす くコンパク トに
ま とめられたプ リン トが用意 され,こ れにした
がって説 明が進められた。
2q
テキス トを使用せず,テ キス トの趣 旨を生 か
して 「生命の授業」「先生主導か,生 徒主導 か」
をテーマ とした話 しあいが行 なわれた。
「学力低下問題」では実際 に大学生の学力低下
の実例 として挙 げられている問題 を 「生徒」 が












掃 除 を巡 って い くつ か の論点 を挙 げ,グ ル ー
プの意 見 を出す,ま た,個 人 の意 見 を出す とい
う授 業 だ った。
魎
給食 の意味 と役割 とい うテーマで,4つ のメ
ニューの写真 を黒板 に張 り,メ ニ ュー内容 も板
書 して,年 代の古い順番 に並べ るとい う問題か
ら出発 した。メニューの歴史について説明した
あと,給 食 の残飯量が どれ くらいかを問 うた。
さらに,そ れが給食に使用する食材の何パーセ
ン トに当たるかを問 うた。授業担 当者か ら給食
に対する意識 を自分の子 どもにも伝 えてほしい
とのメッセージがあった。
次 に,給 食 が出来上 がるまでの過程 がパワー
ポイン トで説明された。
さらに給食 のご当地 メニューに関して参加者
のこれ までの経験 を尋ねた。授業者 も全 国の
データを下調べした上で,こ の問いかけをして
お り,
各 グルー プから出て くる珍 しいメニューに対 し
て,「 生徒」に分か るように説明 を加 えていた。
最後 に,現 代の食生活のなかでの学校給食 の
意味について話 し合 った。 この内容 を受けて,
孤食の問題,食 生活の偏 り,朝 食抜 きなどが子
どもの健康に大 きな影響 を与 えていること,そ
のなかで学校給食が改めて重要視 されているこ
とを説明して,ま とめとした。
9平 常点(4章 分)の 報告
平常点50点 の うち,40点 分(4章 分)の 合計
点は,最 後の授業で報告す ることができる。報
告することで学生の分担分の合計の確認ができ
るとい うことと,定 期試験に対す る心構 えもで
きる。
平常点各章の素点 を伝 えると,最 後のグルー
プの採点 に影響す る可能性 があるので,合 計点
のみを伝 えた。報告方法 としては,一 人ひ とり
の短冊を作 り,学 科 ・氏名 の右端の欄 に合計点
を書 き入れたものを渡 した。第3回 の授業 で渡
した一覧表の空欄 に成績 を書 きいれ,ひ とりず
つ切 り離 してつ くった。それ をグループごとに
わけ,名 前 が分かるように短 く切った封筒 に入
れ,グ ループごとに渡 した封筒の 自分 の名前 の
短冊 を引 くと成績 がわかるとい うものをつ くっ
て渡 した。
10定 期試験
定期試 験 を どの よ うな形式 で行 うか。記述 式
か,穴 埋 めか,○ ×か,こ れ らの混合 か。 この
点 につ い て も,各 クラス で12月 上旬 に提 起 した
結 果,共 通 してOx方 式 とな った。
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どのクラスも授業で取 り扱 った内容 を試験範
囲とする約束 をしていたので,ま た,3ク ラス
別々に定期試験 を実施するので,そ れぞれのク
ラスに即 した問題 を50問 ずつ作成 した。解答 に
際 して,○ は20～30個 の範囲であること,20
未満,31以 上 は採点 の対象 としないことを各 ク
ラスの試験会場で確認 した。
欠席者の人数はわずかで,ほ とんどが一度 も
欠席す ることなく後期の授業 を終えた。筆者 も
いっしょに授業を受けながら,学 生 自身が楽 し
んでい るとい うことが伝わってきた。授業後 の
感想 からも,彼 らにとって自分の存在感 を感 じ
取れる授業 になっていたことがわか り,授 業運
営者 として嬉 しく思 う。
終わ りに
初めての試みであったが,学 生 は授業 の趣 旨
と自分たちが行な うべ きことをよく理解 して く
れた。いろいろとオ リジナルな工夫 をして授業
をつ くり,授 業担当者 も 「生徒」役 の学生 も楽
しめるよ うな心遣いが随所に見 られ,ア イディ
アの豊 かさを改 めて感 じた。
授 業の準備 はグルー プの メンバーの空 き時
間,昼 休み,「教育原論H」 の授業後の時間等を
使 って,話 し合い,準 備 を進めていた。テキス
トを指定 していたので基本的なベースがあった
のは確かだが,自 分たちで調べ,分 か らないこ
とは教員 にも尋ね,図 書室やイ ンターネ ッ トを
よく使い,情 報のまとめ方 もよく工夫 されてい
た。
授業中は,板 書,プ リン ト,教 材提示器,パ
ワーポイ ントを使用 したが,パ ワ0ポ イ ントも
背景や アニメーシ ョンを取 りいれ,見 やす く美
しいスライ ドをつ く り上 げていた。難 な く行
なっていたように見えたが,授 業後 に聞いて,
何度 も試行錯誤 を繰 り返 した成果 だ とわ かっ
た。
授業では話 し合いや発表の場面が多 く設定 さ
れていたが,こ れ らは活発 に活用 されていた。
一旦 グルー プで話 して
,そ れを発表す る,あ る
いは,そ の後個人の意見を発表す るとい う方法
が 「生徒」 に気楽 さをもたらしたのか もしれな
いが,非 常に活発 に発言 していた。
最初 にルールの詳細 をきちん と伝 え,彼 らが
動けるよ うな段取 りをしてお くと,こ んなに自
主的 に学習 ができるのか と驚いた。
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